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は
じ
め
に

　

稿
者
は
先
に
「
定
家
本
と
し
て
の
『
枕
草
子
』
―
安
貞
二
年
奥
書
の
記

主
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
谷
知
子
・
田
渕
句
美
子
氏
編
『
平
安
文
学
を
い
か

に
読
み
直
す
か
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
、「
三
巻
本
」
と

称
さ
れ
る
系
統
の
伝
本
に
存
す
る
、
安
貞
二
年
奥
書
が
藤
原
定
家
の
も
の

と
推
定
さ
れ
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
問
題
と
し
、
こ
れ
を
確

定
さ
せ
る
と
共
に
、
呼
称
も
「
定
家
本
」
と
改
め
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

　

推
定
と
確
定
と
そ
れ
ほ
ど
距
離
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
定
家
本
と
確
定
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
文
や
勘
物
の
受

容
研
究
に
お
け
る
資
料
的
な
価
値
が
ま
る
で
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
、
良

く
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
僅
か
な
一
歩
を
踏
み
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
研
究
の
様
相
が
劇
的
に
変
化
す
る
の
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
様
な
事
例

は
他
に
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
と
は
や
や
性
質
が
異
な
る
が
、
や
は
り
少
し
踏
み
込
ん
だ
研
究
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
え
て
く
る
も
の
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
、
同

じ
論
文
で
簡
単
に
指
摘
し
た
。
そ
の
対
象
と
し
た
の
は
「
定
家
本
」
の
抄

出
本
で
あ
る
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
』
で
あ
る
。
同
本
に
つ
い
て
は
そ

れ
な
り
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
成
立
の
理
由
な
ど

は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
さ
さ
や
か
な
踏
み
込
み
と
は
、
そ
の
伝
本
の

書
誌
学
的
な
特
徴
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

書
物
と
し
て
の
『
枕
草
子
抜
書
』

佐
々
木　

孝
浩
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こ
の
抄
出
が
連
歌
の
参
考
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で

き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
の
考
証
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
改
め
て

そ
の
伝
本
の
書
誌
を
詳
し
く
説
明
し
た
上
で
、
そ
の
注
目
で
き
る
特
徴
に

つ
い
て
も
本
格
的
な
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
書
誌
学

研
究
が
、
日
本
古
典
文
学
研
究
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
を
示
す
一
例

と
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一　

研
究
史
と
伝
本

　
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
』（
以
下
「
抜
書
」
と
略
称
）
に
つ
い
て
最
初

に
報
告
し
た
の
は
、『
枕
草
子
』
伝
本
研
究
史
上
極
め
て
重
要
な
業
績
を

残
し
た
池
田
亀
鑑
で
あ
る
。「
枕
草
子
の
抜
書
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
」

（『
随
筆
文
学
』（
至
文
堂
、
一
九
六
九
）、
初
出
「
清
少
納
言
枕
草
子
研
究
」

『
国
語
と
国
文
学
』
五
―
一
、
一
九
二
八
・
一
）
に
お
い
て
、「
清
少
納
言

枕
草
子
に
は
二
、
三
の
抜
き
書
き
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
か

つ
て
自
分
の
眼
に
入
っ
た
も
の
で
、
内
容
を
比
較
検
討
し
て
お
い
た
本
は

次
の
二
、
三
種
で
あ
る
」
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
取
り
上
げ
、

条
項
と
丁
数
を
示
し
て
、「
章
段
の
立
て
方
と
い
い
、
文
章
と
い
い
明
ら

か
に
三
巻
本
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

書
陵
部
蔵
本
と
「
全
く
同
様
の
本
」
で
あ
る
京
都
大
学
所
蔵
本
と
、「
宮

内
庁
本
と
同
一
の
も
の
で
は
な
い
」、「
五
巻
の
古
活
字
か
ら
抜
か
れ
た
も

の
で
あ
る
」
近
衛
家
所
蔵
本
を
紹
介
し
、
末
尾
に
「
抄
略
本
は
ま
だ
こ
の

外
に
も
ど
こ
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
、
松
井
簡
治
博

士
も
、
古
い
抄
略
本
を
お
持
ち
と
博
士
御
自
身
か
ら
承
っ
て
い
る
が
、
ま

だ
見
せ
て
い
た
だ
か
な
い
。
抄
略
本
な
ど
は
、
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
人

も
あ
る
が
、
異
本
の
研
究
の
上
か
ら
い
え
ば
、
決
し
て
軽
ん
ず
べ
き
で
は

な
い
。
十
分
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
。
そ
う
い
う
残
簡
零
冊
の
中
に
、
異

本
展
開
の
相
を
ま
ざ
ま
ざ
と
え
が
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」
と
、

他
の
伝
本
の
指
摘
と
、
抄
出
本
研
究
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。「
抜
書
」
研
究
に
お
い
て
も
、
先
駆
的
で
重
要
な
研
究
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
楠
（
光
明
）
道
隆
は
「
枕
草
子
異
本
研
究
（
下
）
―
類
纂
形

態
本
考
証
―
」（『
枕
草
子
異
本
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
〇
）、
初
出

『
国
語
国
文
』
四
―
七
、
一
九
三
四
・
七
）
に
お
い
て
、「
京
大
研
究
室
蔵

の
抜
書
本
枕
草
子
は
三
巻
本
系
統
本
の
抄
出
本
で
あ
つ
て
そ
の
内
容
が
大

部
分
類
聚
段
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
枕
草
子
三
巻

本
両
類
本
考
」（
同
、
初
出
『
国
語
国
文
』
五
―
六
、
一
九
三
五
・
六
）
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に
お
い
て
も
、
京
大
本
が
「
三
巻
本
系
統
を
か
な
り
自
由
大
膽
に
抜
書
し

た
も
の
で
」、
そ
の
底
本
は
三
巻
本
の
二
類
の
内
の
第
一
類
完
本
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
「
抜
書
」
に
つ
い
て
初
め
て
本
格
的
な
研
究
を
行
っ
た
の
は
田
中
重
太

郎
で
あ
る
。
田
中
は
「
校
本　

枕
冊
子
抜
書
本
」（『
校
本
枕
冊
子　

附
巻
』

古
典
文
庫
、
一
九
五
七
）
に
お
い
て
、
吉
田
幸
一
蔵
本
を
底
本
に
し
て
影

印
も
付
し
、
書
陵
部
・
京
都
大
学
本
の
他
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
松
井
簡

治
旧
蔵
）・
東
山
御
文
庫
蔵
本
を
対
校
本
と
す
る
校
本
を
作
成
し
て
お
り
、

諸
本
の
書
誌
学
的
解
題
も
詳
細
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
戦
争
に
よ
り
刊
行
で

き
な
か
っ
た
、「「
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
」
翻
印
並
に
解
説
」（『
立
命
館

大
学
論
叢　

国
語
漢
文
篇
』
五
、
一
九
四
三
・
八
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
）

の
、「
抜
書
」
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
の
抄
録
が
付
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
「
抜
書
」
は
三
巻
本
（
定
家
本
）
の
第
一
類
本
に
拠
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

田
中
の
校
本
と
同
年
に
岸
上
慎
二
も
、「
三
巻
本
の
抜
書
本
」（『
枕
草

子
研
究
』（
新
生
社
、
一
九
八
〇
）、
初
出
『
文
学
部
研
究
年
報
（
日
本
大

学
）』
七
、
一
九
五
七
・
三
）
に
お
い
て
、「
抜
書
」
の
性
質
に
つ
い
て
詳

細
な
報
告
を
し
て
い
る
。「
抜
書
」
は
「
親
本
の
三
巻
本
か
ら
古
く
分
岐
し
、

孤
立
し
た
関
係
に
お
い
て
伝
流
し
た
ら
し
く
、
他
系
統
本
な
ど
か
ら
の
洗

礼
を
殆
ど
う
け
て
ゐ
ず
、
従
つ
て
そ
の
純
粋
さ
が
今
日
に
お
い
て
も
よ
く

保
た
れ
て
ゐ
る
や
う
に
認
め
ら
れ
る
」
と
し
、
三
巻
本
の
研
究
の
重
要
な

資
料
に
な
る
も
の
と
評
価
し
、「
諸
本
」
の
項
目
の
も
と
に
、
校
本
と
同

じ
五
本
に
つ
い
て
の
詳
細
な
書
誌
情
報
を
記
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脱

文
と
増
補
の
様
相
を
丁
寧
に
確
認
し
て
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
本
文
が
最
も

優
れ
て
お
り
、
他
の
四
本
に
見
ら
れ
な
い
古
色
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
「
組
織
」
項
で
は
、
一
つ
書
の
形
式
の
約
一
〇
三
段
の

構
成
を
有
し
、
そ
の
順
序
は
三
巻
本
（
定
家
本
）
と
大
体
は
等
し
い
が
、

一
部
に
序
列
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
、「
内
容
」
項
で
は
抜
萃
の
傾

向
を
統
計
的
に
確
認
し
、
類
聚
章
段
が
多
く
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
追
認

し
て
、「
大
体
、
清
少
納
言
枕
草
子
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
方
針
と
し
て

編
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
整
理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
成
立

年
時
」
項
で
は
、
東
山
御
文
庫
本
が
後
小
松
天
皇
宸
筆
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
三
巻
本
（
定
家
本
）
に
共
通
し
て
存
す
る
奥
書
の
安
貞

二
年
か
ら
後
小
松
天
皇
ま
で
の
間
の
、
後
小
松
天
皇
に
近
い
時
代
に
分
岐

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
「
類
聚
章
段
の
な
る
も
の
型
が
少

い
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
、
男
性
の
風
雅
を
目
的
と
す
る
抜
書
的
色
彩
が
濃
い

と
も
推
定
さ
れ
は
し
な
い
で
あ
ら
う
か
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
三
巻
本
現
存
本
文
へ
の
寄
与
」
項
と
し
て
、「
三
巻
本
一
類
の
闕
失
部
に
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つ
い
て
は
考
へ
る
べ
き
多
く
の
材
料
が
与
え
ら
れ
」、「
現
存
の
三
巻
本
の

本
文
に
つ
い
て
一
類
・
二
類
を
問
は
ず
好
箇
の
研
究
資
料
と
な
」
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
田
中
の
校
本
と
共
に
「
抜
書
」
の
総
合
的
な
研
究
と

し
て
重
要
な
業
績
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
後
、
榊
原
邦
彦
が
最
善
本
と
さ
れ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
底
本
と

し
て
、「
枕
草
子
抜
書
本
文
及
び
総
索
引
」（『
枕
草
子
論
考
』（
教
育
出
版

セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
）、
初
出
『
国
語
学
論
集
』
一
、
一
九
七
八
・
三
）

を
発
表
し
、
同
年
に
「
枕
草
子
抜
書
本
に
つ
い
て
」（
同
、
初
出
『
平
安

文
学
研
究
』
六
〇
、
一
九
七
八
・
一
一
）
に
お
い
て
、
三
巻
本
（
定
家
本
）

第
一
類
本
の
欠
失
部
分
の
考
察
や
第
二
類
本
当
該
部
分
の
本
文
校
訂
に
抜

書
本
を
利
用
し
て
、
そ
の
存
在
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
榊
原
は
先
述
の
翻
刻
に
、『
枕
草
子
絵
巻
詞
書
』
の
翻
刻
も
加
え
た
、

『
枕
草
子
抜
書
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
一
）
を
刊
行
し
、
解
題
に
お
い
て
、

そ
の
成
立
を
前
記
岸
上
論
文
と
同
様
の
理
由
で
、「
鎌
倉
時
代
で
あ
り
、

遅
く
と
も
室
町
時
代
初
期
ま
で
と
推
測
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　

以
上
非
常
に
簡
略
で
は
あ
る
が
、「
抜
書
」
の
研
究
史
を
纏
め
て
み
た
。

無
論
『
枕
草
子
』
研
究
の
主
流
と
な
る
は
ず
も
な
い
が
、
相
応
の
蓄
積
が

あ
る
こ
と
や
、「
抜
書
」
が
『
枕
草
子
』
の
伝
本
や
本
文
の
研
究
、
特
に

定
家
本
の
考
察
に
お
い
て
重
要
な
存
在
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

二　

伝
本
の
書
誌
情
報

　
「
抜
書
」
の
伝
本
は
上
述
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
五
本
を
確
認
で
き
る

が
、
楠
道
隆
「
枕
草
子
の
諸
本
」（『
枕
草
子
講
座
3　

枕
草
子
と
そ
の
鑑

賞
Ⅱ
』
有
精
堂
、
一
九
七
五
）
の
「
四　

抜
書
本
」
で
は
八
本
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
挙
げ
ら
れ
た
「（
8
）
岸
上
慎
二
氏
蔵
本
（
武

藤
元
信
氏
旧
蔵
）　

一
冊
」
は
、『
校
本
枕
冊
子　

附
巻
』
に
も
翻
刻
さ
れ

て
い
る
別
種
の
も
の
で
あ
る
が
、「（
6
）
陽
明
文
庫
本
（
近
衛
家
凞
筆
）

　

一
冊
」
と
「（
7
）
多
家
本
（
多
忠
勇
筆
）　

一
冊
／
寛
政
十
年
（
一
七

九
八
）」
を
含
め
た
七
本
は
、「
全
部
同
類
の
も
の
で
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

新
た
に
加
え
ら
れ
た
陽
明
文
庫
本
と
多
家
本
は
、
他
の
五
本
と
共
に
、

『
国
書
総
目
録
』「
枕
草
子
」
項
に
「
陽
明
（「
枕
草
紙
抜
書
」、
近
衛
家
煕

写
一
冊
）」・「
多
家
（「
拾
芥
抄
令
集
解
枕
草
子
抜
書
」、
寛
政
一
〇
多
忠

勇
写
一
冊
）」
と
記
載
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

先
述
の
池
田
の
指
摘
の
他
に
、
榊
原
邦
彦
「
陽
明
文
庫
蔵
清
少
納
言
枕
草

子
抜
書
」（『
芸
文
東
海
』
一
、
一
九
八
三
・
六
、
後
に
『
枕
草
子
論
考
』
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（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
）
に
収
載
）
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て

お
り
、「「
正
月
一
日
は
」
の
段
に
始
り
「
み
く
る
し
き
物
」
の
段
に
終
る
」

別
種
の
抜
書
で
あ
り
、
抄
出
母
体
も
能
因
本
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
多
家
本
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
情
報
が
無
く
、
同
内
容
の
も
の

か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。
本
稿
で
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
五
本
を

対
象
と
し
て
、
以
下
の
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
五
本
に
つ
い
て
は
、
田
中
重
太
郎
「
校
本　

枕

冊
子
抜
書
本
」
と
、
岸
上
慎
二
「
三
巻
本
の
抜
書
本
」
で
か
な
り
詳
し
く

書
誌
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
以
下
田
中
・
岸
上
両
氏
の
論
文
の
引
用

は
こ
の
二
本
に
拠
る
）
が
、
内
四
本
に
つ
い
て
は
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ

い
た
の
で
そ
の
調
査
記
録
を
加
味
し
て
、
実
見
で
き
な
か
っ
た
東
山
御
文

庫
本
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
と
複
写
資
料
を
用
い
て
、
よ
り
詳
し
く
そ
の

書
誌
を
説
明
し
て
み
た
い
。

清
少
納
言
枕
雙
紙
抜
書　

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
智
盛
写　

折
紙
綴
葉

装
一
帖　

静
嘉
堂
文
庫
（
二
〇
五
・
五
）�

（
略
称
「
静
嘉
本
」）

　

後
補
藍
色
表
紙
（
二
二
・
一
×
一
三
・
三
糎
）。
外
題
は
中
央
の
素
紙

原
題
簽
（
あ
る
い
は
共
紙
表
紙
の
打
付
書
き
部
分
切
抜
き
カ
、
一
〇
・
五

×
二
・
八
糎
）
に
「
清
少
納
言
枕
草
子
」（
本
文
別
筆
カ
）
と
あ
る
。
内

題
「
清
少
納
言
枕
雙
紙
抜
書
／
上
之
上
」（「
枕
草
子
上
之
中
（
下
）」・「
枕

雙
紙
下
之
上
」・「
枕
草
子
下
之
中
（
下
）」）。
料
紙
薄
手
楮
紙
（
全
丁
裏

打
ち
補
修
済
）。
遊
紙
前
一
丁
。
半
葉
八
行
、
字
面
高
さ
約
一
八
・
八
糎
。

墨
付
五
二
丁
（
裏
見
返
し
含
む
）。
奥
書
は
裏
見
返
し
左
に
「
明
應
五
年

十
一
月　

日　

智
盛
（
花
押
）」
と
あ
る
。
僅
か
に
見
せ
消
ち
訂
正
が
あ

る
程
度
だ
が
、
そ
の
墨
の
濃
淡
が
二
色
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
異
筆
も
混

じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
一
丁
裏
に
は
、
本
文
同
筆
の
小
字
で
左
の
よ

う
な
書
き
入
れ
が
あ
る
。

春
雨
に
木
葉
み
た
れ
て
む
ら
時
雨
そ
れ
も
ま
き
る
ゝ
か
た
は
あ
り
け
り

╱
人
な
し
し
む
ね
の
ち
ふ
さ
を
思
ひ
〔
出
〕
て
や
く
す
み
染
の
衣
き
よ

君
子
の
な
か
さ
れ
た
る
に

よ
み
て
つ
か
は
す
也

╱
雲千
句

や
風
松
に
や
と
れ
る
今
朝
の
雪　

紹
⃝　

め文
明
十
九
三
月
廿
一
日

て
よ
神
さ
は
ち
ら
さ
し
な
春
の
花
╱
な名
号

れ
し
世
を
む
な
し
き
花
の

嵐
哉　

同
⃝　

な同
日

ら
ひ
あ
れ
神〻花

と
人
と
の
千
世
の
春

印
記
は
、
遊
紙
表
右
下
に
「
松
井
／
蔵
書
」（
楕
円
朱
、
松
井
簡
治
）
が

あ
り
、
そ
の
左
下
に
、
旧
蔵
者
の
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
奥
書
の
も
の

と
は
異
な
る
花
押
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
翻
刻
の
他
、『
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
版
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
物
語
文
学
書
集
成
』（
雄
松
堂
、
一
九
七
四
）

に
収
載
さ
れ
、
岸
上
に
巻
頭
・
奥
書
図
版
が
あ
る
。
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清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
写　

袋
綴
一
冊　

相

愛
大
学
図
書
館
（
九
一
四
・
三
S　

春
三
二
一
）�　
（
略
称
「
相
愛
本
」）

　

後
補
転
用
黄
土
色
地
弥
次
郎
兵
衛
繋
文
刷
表
紙
（
二
一
・
一
×
一
六
・

二
糎
）。
外
題
は
左
肩
柴
染
色
（
黄
み
の
灰
茶
色
）
地
龍
文
題
簽
（
一
二
・

〇
×
三
・
〇
糎
）
に
「
枕
草
子
抜
書　
宗
祇
」
と
、
本
文
同
筆
と
思
わ
れ

る
手
で
記
さ
れ
て
お
り
、
原
題
簽
を
改
装
後
に
も
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
内
題
「
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
／
上
之
上
」（「
枕
草
子
上
之
下
」・「
枕

草
子
下
之
上
」・「
枕
双
紙
下
之
中
（
下
）」、
＊
「
上
之
中
」
ナ
シ
）。
料

紙
薄
手
斐
紙
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
半
葉
一
〇
行
、
字
面
高
さ
約
一
九
・

〇
糎
。
墨
付
三
六
丁
。
奥
書
は
三
六
丁
裏
に
、
墨
色
や
筆
が
異
な
り
本
文

と
は
異
筆
と
も
思
わ
れ
る
手
で
、

　
　

此
一
冊
宗
祇
法
師
抜
書
侍
云
々

　
　
　

永
禄
三
年
上
章
晡
時
南
呂
初
六
天　

と
あ
る
。
殆
ど
書
き
入
れ
は
な
く
、
僅
か
に
本
文
同
筆
で
補
入
・
見
消
ち
・

重
書
き
が
あ
る
。
こ
の
他
に
五
丁
表
六
行
目
の
頭
に
同
色
不
審
紙
が
あ
る

が
、「
も
」
と
あ
る
べ
き
文
字
が
「
に
」
と
も
読
め
る
こ
と
に
よ
る
も
の

か
。
印
記
は
、
一
丁
表
右
上
に
印
文
不
明
の
子
持
枠
朱
長
方
印
（
三
・
〇

×
一
・
五
糎
）、
同
右
下
「
寶
玲
文
庫
」（
朱
）
の
他
、
裏
遊
紙
裏
左
下
に

「
月
明
荘
」（
朱
）
が
あ
る
。
古
書
肆
弘
文
荘
で
誂
え
た
帙
の
題
簽
に
「
幸
」

一
字
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
吉
田
幸
一
旧
蔵
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

他
に
帙
に
一
九
九
一
年
一
月
三
〇
日
の
春
曙
文
庫
の
受
け
入
れ
印
あ
り
。

田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子　

附
巻
』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
七
）
に
影

印
が
あ
り
、
岸
上
に
巻
頭
・
奥
書
の
図
版
が
あ
る
他
、『
相
愛
大
学
相
愛

短
期
大
学
図
書
館
蔵
春
曙
文
庫
目
録
（
和
装
本
編
）』（
一
九
九
三
）
に
表

紙
・
一
丁
表
裏
・
奥
書
の
あ
る
三
六
丁
裏
の
図
版
が
あ
る
。

清
少
納
言
枕
草
紙
抜
書　
〔
近
世
初
〕
写　

袋
綴
一
冊　

宮
内
庁
書
陵
部

（
二
〇
六
・
八
三
五　

松
岡
本
）�

（
略
称
「
書
陵
本
」）

　

後
補
渋
刷
毛
引
表
紙
（
二
七
・
〇
×
二
一
・
八
糎
）。
外
題
は
左
肩
打

ち
付
け
で
「
枕
草
子
抜
書
」
と
や
や
乱
暴
に
書
す
。
内
題
「
清
少
納
言
枕

草
紙
抜
書
／
上
之
上
」（「
枕
草
紙
上
之
中
」、「
枕
草
子
上
之
下
」、「
枕
草

子
下
之
上
（
中
）」、
＊
「
下
之
下
」
ナ
シ
）。
料
紙
楮
打
紙
。
見
返
し
厚

手
楮
紙
。
遊
紙
ナ
シ
。
半
葉
一
一
行
、
字
面
高
さ
約
二
五
・
五
糎
。
墨
付

二
八
丁
。
奥
書
ナ
シ
。
印
記
は
、
一
丁
表
右
上
に
「
帝
室
図
書
」（
方
朱
）。

各
内
題
上
部
と
一
つ
書
の
「
一
」
下
部
に
朱
○
印
が
あ
る
他
、
朱
合
点
・

平
仮
名
朱
ル
ビ
・
朱
濁
点
と
、
平
仮
名
墨
ル
ビ
あ
り
（
共
に
本
文
同
筆
カ
）。

里
村
紹
巴
に
似
た
筆
跡
。
上
下
喉
の
余
白
が
狭
く
、
本
来
は
も
う
一
回
り

大
き
な
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岸
上
に
巻
頭
・「
木
の
花
は
」
段
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の
図
版
が
あ
る
。

清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書　
〔
江
戸
初
前
期
〕
写　

袋
綴
一
冊　

京
都
大
学

文
学
研
究
科
図
書
館
（
国
文
学
L
j
I
3
）�

　
（
略
称
「
京
大
本
」）

　

後
補
薄
赤
香
色
地
赤
香
色
刷
毛
引
表
紙
（
二
七
・
三
×
一
八
・
九
糎
）。

右
肩
に
阿
波
国
文
庫
蔵
書
標
を
剥
が
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
あ
る
。
外

題
は
墨
流
し
題
簽
（
一
八
・
〇
×
三
・
五
糎
）
に
「
清
少
納
言
枕
双
紙
書

　
略
本
」
と
お
そ
ら
く
識
語
と
同
筆
で
記
さ
れ
る
。
内
題
「
清
少
納
言
枕

双
紙
抜
書
／
上
之
上
」（「
枕
草
子
上
之
中
（
下
）」・「
枕
草
紙
下
之
上
」・

「
枕
草
子
下
之
中
（
下
）」）。
料
紙
楮
打
紙
。
遊
紙
ナ
シ
。
半
葉
一
一
行
、

字
面
高
さ
約
二
四
・
二
糎
。
墨
付
二
五
丁
。
奥
書
は
二
五
丁
表
に
本
文
末

尾
か
ら
一
行
空
け
て
、
本
文
異
筆
と
思
わ
れ
る
朱
筆
で
本
文
よ
り
小
さ
く

三
字
下
げ
に
し
て
、

　
　

天
文
十
九
年
六
月
廿
六
日
か
な
つ
か
い
ふ
し
ん
見
候
へ
共

　
　

本
に
ま
か
せ
て
写
候

と
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
本
文
に
朱
筆
書
き
入
れ
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
対
校
本
の
奥
書
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
同
丁
裏
に
朱
筆
と
同
筆
か

と
思
わ
れ
る
墨
書
で
、

　
　

此
一
帖
古
写
本
也
季
吟
子
の
抄
せ
る
一
時
軒
か

　
　

傍
注
書
た
る
に
用
し
本
と
は
た
か
へ
る
所
多
し

　
　

た
ゝ
そ
の
全
部
を
見
さ
る
事
を
う
ら
み
と
す
も
と

　
　

六
帖
に
わ
か
て
る
本
な
る
へ
し
此
双
紙
む
か
し
よ
り

　
　

広
略
の
本
あ
り
て
写
つ
た
へ
た
る
所
大
同
小
異

　
　

ま
ち
〳
〵
な
る
い
つ
れ
か
是
な
る
事
を
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
華
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
人

と
の
識
語
が
あ
る
。「
白
華
房
」
は
、
田
中
・
岸
上
共
に
天
野
信
景
（
一

六
六
三
〜
一
七
三
三
、
尾
張
藩
士
の
国
学
者
）
か
と
す
る
。
印
記
は
一
丁

表
右
下
に
「
楓
□
」（
長
方
朱
陰
刻
）、
そ
の
上
に
「
不
忍
文
庫
」（
長
方

朱
子
持
ち
枠
）、
さ
ら
に
そ
の
上
に
「
阿
波
国
文
庫
」（
長
方
朱
子
持
ち
枠
）

あ
り
。
他
に
「
京
都
／
帝
国
大
学
／
図
書
之
印
」
と
大
正
一
〇
年
一
一
月

三
日
の
受
入
印
あ
り
。
天
文
本
奥
書
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
補
入
や
振
漢
字

な
ど
の
朱
筆
の
校
合
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
書
き
入
れ
の
他
、
朱
色
不
審

紙
多
し
。
本
文
は
三
藐
院
流
の
流
れ
を
汲
む
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
あ
る
。

識
語
の
筆
跡
を
、
森
繁
夫
『
名
家
筆
蹟
考
』（
横
尾
勇
之
助
ほ
か
、
一
九

二
八
）
所
載
の
信
景
の
短
冊
や
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
信
景
自
筆
『
事

言
籍
』
等
と
比
較
し
て
み
た
が
、
識
語
が
走
り
書
き
で
あ
る
為
に
同
筆
か

否
か
の
判
断
は
難
し
い
。
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清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書　
〔
室
町
初
〕
写
・
伝
後
小
松
院
筆　
〔
綴
葉
装
〕

一
帖　

東
山
御
文
庫
（
一
三
五
・
六
）�

　
（
略
称
「
東
山
本
」）

　

後
補
〔
褐
色
〕
一
二
弁
菊
五
三
桐
唐
草
文
緞
子
表
紙
（〔
一
四
・
四
×

二
二
・
〇
糎
〕）。
外
題
ナ
シ
。
見
返
後
補
〔
金
銀
砂
子
小
切
箔
泥
〕
八
重

菊
七
五
桐
雲
霞
文
。
内
題
「
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
／
上
之
上
」（「
枕
草

子
上
之
中
（
下
）」、「
枕
双
紙
下
之
上
」、「
枕
草
子
下
之
中
（
下
）」）。
料

紙
は
〔
金
銀
泥
〕
下
絵
を
施
し
た
雲
紙
と
〔
鳥
の
子
〕
の
混
用
。
遊
紙
前

一
丁
・
後
四
丁
。
本
文
裏
始
り
、
半
葉
一
九
行
中
心
、
一
八
〜
二
二
行
、

字
面
高
さ
不
明
。
墨
付
二
七
丁
。
奥
書
ナ
シ
。
印
記
ナ
シ
。〔
享
保
二
〇

年
（
一
七
三
五
）
七
代
古
筆
了
延
極
札
〕（
校
本
の
岸
上
提
供
情
報
）。
前

稿
で
も
記
し
た
が
、
本
書
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
岸
上
が
「
伊
地
知
鉄
男
・

橋
本
不
美
男
の
両
氏
の
御
意
見
と
し
て
は
後
小
松
天
皇
筆
と
い
つ
て
先
づ

誤
り
な
い
だ
ら
う
と
御
助
言
を
賜
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
改
め
て
、
後

小
松
院
真
筆
と
さ
れ
る
東
山
御
文
庫
蔵
そ
の
他
の
短
冊
や
、
大
東
急
記
念

文
庫
蔵
鴻
池
家
旧
蔵
手
鑑
他
の
「
後
小
松
院
百
首
」
切
な
ど
と
比
較
を
し

て
み
る
と
、
確
か
に
良
く
似
通
っ
て
は
い
る
。
断
言
す
る
の
は
難
し
い
に

せ
よ
、
書
流
は
同
一
で
あ
り
、
時
代
的
に
は
後
小
松
院
在
世
（
一
三
七
七

〜
一
四
三
三
）
頃
の
書
写
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
岸

上
に
巻
頭
・
二
丁
表
の
図
版
が
あ
る
。

三　

伝
本
の
関
係

　

以
上
の
五
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
脱
文
、
増
補
な
ど
を
精
査
し
た
岸

上
が
、「
静
嘉
堂
文
庫
本
が
も
つ
と
も
少
な
く
、
次
は
吉
田
氏
本
（
稿
者

注
・
相
愛
本
）、
そ
の
他
の
三
本
は
ほ
ゞ
同
じ
数
で
あ
る
」、「
直
接
の
母

子
関
係
は
見
ら
れ
ず
、
親
し
さ
う
で
あ
り
且
つ
疎
さ
を
も
併
せ
も
つ
て
ゐ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
語
句
の
誤
脱
衍
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

「
静
嘉
堂
文
庫
本
の
本
文
の
優
秀
性
は
動
か
し
難
い
も
の
が
あ
る
」
と
し
、

「
五
本
相
互
の
関
係
は
、
近
き
が
如
く
又
疎
な
る
が
如
き
状
態
」
で
、「
比

較
的
に
と
い
ふ
関
係
で
い
へ
ば
、
静
嘉
堂
文
庫
本
と
そ
の
他
と
で
は
早
く

袂
を
分
つ
た
も
の
と
見
え
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
他
の
四
本
に
見
ら
れ
ぬ
古

色
が
あ
り
」、「
他
の
四
本
は
比
較
的
に
近
い
。
し
か
し
こ
の
四
本
も
直
接

の
親
子
関
係
に
は
な
く
、
東
山
御
文
庫
本
と
、
京
大
本
と
は
、
屢
々
同
一

の
誤
り
を
示
し
て
ゐ
て
、
も
つ
と
も
近
い
関
係
に
あ
り
、
吉
田
氏
本
は
、

宮
内
庁
本
と
近
い
と
指
摘
出
来
る
。
し
か
し
、
又
や
や
遠
い
筈
の
京
大
本

と
宮
内
庁
本
と
に
お
い
て
、
京
大
本
が
宮
内
庁
本
の
字
詰
の
一
行
分
を
脱

す
る
こ
と
の
二
箇
所
あ
る
が
如
き
状
況
も
両
本
の
近
さ
を
思
は
し
め
る
も
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の
が
あ
る
」
な
ど
と
纏
め
て
い
る
。
ま
た
、
内
題
の
「
抜
書
」
と
い
う
語

を
共
通
し
て
有
し
て
い
る
も
の
の
、
東
山
本
の
み
は
こ
れ
を
小
書
に
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
こ
の
と
こ
ろ
に
書
写
の
一
番
古
い
と
考
へ
ら
れ

る
東
山
御
文
庫
本
の
貴
重
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
ゐ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
」

と
も
述
べ
て
い
る
。

　

五
本
が
直
接
的
な
関
係
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
再
確
認
に
は
、
書
誌
情
報
の
整
理
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
内
題
の
有

様
を
比
較
す
る
の
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
最
善
本
と
さ
れ
る
「
静
嘉
本
」

を
基
本
と
し
て
、
他
本
の
相
違
箇
所
を
一
覧
に
し
て
み
た
い
。「
静
嘉
本
」

の
傍
線
は
異
同
の
あ
る
箇
所
を
示
し
、
他
の
四
本
に
つ
い
て
は
、「
○
」

は
同
一
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
文
字
は
傍
線
に
対
応
す
る
異
同
で
あ
る
。

　
　

静
嘉	

相
愛	

書
陵	

京
大	
東
山

清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
／
上
之
上	

○	

草	

○	

抜
書（
小
字
）

枕
草
子
上
之
中	

ナ
シ	

紙	

○	

○

枕
草
子
上
之
下	

○	

○	

○	

○

枕
双
紙
下
之
上	

草
子	

草
子	

草
紙	

○

枕
草
子
下
之
中	

双
紙	

○	

○	

○

枕
草
子
下
之
下	

双
紙	

ナ
シ	

○	

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
を
一
覧
す
る
と
、「
双
紙
・
草
子
・
草
紙
」
の
宛
て
方
が
統
一
さ

れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
本
の
中
で
区
々
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
れ

は
と
も
か
く
、
こ
の
ば
ら
つ
き
が
諸
本
の
関
係
の
確
認
に
は
好
都
合
で
あ

る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、
書
写
の
最
も
古
い
「
東
山
本
」
と
こ
れ

に
次
ぐ
「
静
嘉
本
」
が
、「
抜
書
」
の
大
小
を
除
く
と
、
不
規
則
な
「
双

紙
・
草
子
」
の
変
化
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
書
写

が
最
も
新
し
い
「
京
大
本
」
が
、
下
之
上
以
外
は
こ
れ
ら
と
共
通
し
て
お

り
、
岸
上
の
「
東
山
本
」
と
「
京
大
本
」
が
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
と
の

指
摘
を
、
あ
る
程
度
裏
付
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
一
方
「
相
愛
本
」
と
「
書

陵
本
」
も
近
い
と
さ
れ
る
が
、
共
に
異
な
る
部
分
で
内
題
を
欠
い
て
お
り
、

ま
た
「
双
紙
・
草
子
・
草
紙
」
の
宛
て
方
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
て
、
あ

ま
り
近
い
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

　

こ
の
一
覧
を
み
る
限
り
、「
静
嘉
本
」・「
東
山
本
」
は
か
な
り
近
く
、「
京

大
本
」
も
こ
の
両
本
に
近
い
が
、
他
の
「
相
愛
本
」
と
「
書
陵
本
」
は
そ

れ
ぞ
れ
孤
立
し
て
こ
れ
ら
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
内

題
の
み
で
確
実
な
傾
向
が
判
断
で
き
な
い
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、

「
東
山
本
」
と
「
京
大
本
」
が
誤
り
の
点
で
近
い
と
い
う
岸
上
の
指
摘
を

一
応
追
認
で
き
る
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
内
題
の
あ
り
方
で
確
認
で
き
た
傾
向
が
、
本
文
で
も
認
め
ら
れ
る

の
か
を
、
冒
頭
章
段
の
校
合
を
行
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
書

写
の
最
も
古
い
「
東
山
本
」
を
底
本
と
し
て
、
他
の
四
本
は
書
写
年
代
順

に
並
べ
、
改
行
箇
所
は
不
問
と
し
て
、
本
文
の
異
同
と
漢
字
仮
名
の
宛
て

方
を
対
象
と
し
て
、
校
異
表
を
作
成
し
て
み
た
。

1
東　

・
春
は
曙
・
・
・
や
う
〳
〵
し
ろ
く
な
り
ゆ
く
／
山
き
は
す
こ

静	

明
・
ほ
の		



行
・	

わ

相	

明
・
ほ
の	
成
・	

行
・

書	

あ
け
ほ
の	
成な
り

・	
行ゆ
く

・

京　

一	

あ
け
ほ
の
の
（
朱
）		

行
・

2
東　

し
あ
か
り
て
む
ら
／
さ
き
た
ち
た
る
雲
・
の
ほ
そ
く
／
た
な
ひ

静		


引

相	

く
も	
引

書		


引ひ
き

京		


引

3
東　

き
た
る
夏
は
よ
る
／
月
の
こ
ろ
さ
ら
な
り
や
み
も
猶
・
／
蛍

静　

・		


也
・	

な
を

相　

・	

比
・		

也
・
闇
・

書　

・	

夏な
つ　

・
・	

更
・
也
・
闇や
み

・
は
猶な
を

・	

ほ

京　

・			



な
を

4
東　

・
・
の
お
ほ
く
飛
・
ち
か
ひ
タ
ル　

又
た
ゝ
一
・
・
／
ふ
た
つ
ほ

静	

と
ひ	

た
る	

ひ
と
つ

相	

と
ひ	

た
る

書　

た
る	

飛と
ひ	

た
る 　

只た
ゝ

・		

二
・
・

京	

と
ひ	

た
る

5
東　

の
か
に
う
ち
ひ
か
り
て
行
・
も
／
お
か
し
雨
な
と
ふ
る
も
お
か

静			




を	

を

相	

光
・
・	

ゆ
く	

を	

を

書	

光ひ
か

り
・	

ゆ
く		



に

京
6
東　

し
・
秋
は
／
ゆ
ふ
く
れ
夕
・
日
の
さ
し
て
山
の
端
／
い
と
ち
か

静	

夕
・
暮
・		



は
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相	

夕
・　
　

ゆ
ふ	

は

書	

夕ゆ
ふ

・
暮く
れ

・	

日ひ	

は

京　
　

一	

夕
・
暮
・

7
東　

う
成
・
た
る
に
か
ら
す
／
の
ね
と
こ
ろ
へ
ゆ
く
と
て
み
つ
よ
つ
╱

静	

な
り	

所
・
・	

三
・

相書	

成な
り

・		


三
・
四
・

京	

な
り

8
東　

ふ
た
つ
な
と
飛
・
い
そ
く
さ
へ
哀
・
・
也
・
／
ま
い
て
雁
・

静	

二
・
・	

と
ひ	

あ
は
れ		

・
・
・

相		


飛
・

書	

二
・
・	

飛と
ひ

・	

哀あ
は
れ・

・	

な
り			




か
り

京		


と
ひ			




なま（
見
消
ち
記
号
共
朱
）

9
東　

な
と
の
つ
ら
ら
ね
た
る
か
／
い
と
ち
ひ
さ
く
み
ゆ
る
は
い
と
お

静		


見

相	

い		


を

書	

・
・	

い	

見

京	

・
・	

い	

見

10
東　

か
し
／
日
入
は
て
ゝ
風
の
音
・
む
し
の
ね
な
と
』
は
た
い
ふ
へ

静	

を
と
虫
・

相		


虫
・

書	

を
と	

音

京
11
東　

き
に
も
あ
ら
す
冬
・
は
／
つ
と
め
て
雪
の
ふ
り
た
る
・
・
い
ふ

静			




さ
ま

相				





云
・

書	

ふ
ゆ	

雪ゆ
き

京
12
東　

へ
／
き
に
も
あ
ら
す
霜
の
い
と
し
ろ
き
／
・
・
・
さ
ら
て
も

静			




も
又
・

相			




も
又
・

書	

霜し
も	

白し
ろ

・	

も
ま
た
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京			




も
又
・

13
東　

い
と
さ
む
き
に
火
な
と
／
急
・
・
お
こ
し
て
す
み
も
て
わ
た
る

静	

い
そ
き

相	

い
そ
き	

・	

炭
・

書　

いい	

寒さ
む

・	

急い
そ
き・
・

京　

・い
と（
朱
）・	
い
そ
き		



炭
（
朱
）	

・○（
朱
）＊
・
・

14
東　

も
／
い
と
つ
き
〳
〵
し
ひ
る
に
成
・
て
／
ぬ
る
く
ゆ
る
ひ
も
て

静	

に		


な
り

相			




な
り

書		


〴
〵

京　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

15
東　
い
け
は
／
す
ひ
つ
火
お
け
の
火
も
白
・
・
／
は
ひ
か
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し

静		


桶
・	

し
ろ
き	

灰
・	

成
・	

お
か
し

相		


を	

し
ろ
き	　

い		


　

ひ

書	

び	

火ひ
お
け桶

・	

白し
ろ

・
き	　

い		


　

ひ

京			




し
ろ
き	　

い
灰（
朱
）		



　

ろる（
朱
）

＊
…
左
下
の
余
白
に
朱
筆
で
「
⃝
わ
た
る
も
い
と
つ
き
〳
〵
し
〔
昼
〕

　
　
　

に
な
り
て
ぬ
る
く
ゆ
る
ひ
も
て
」
と
書
入
れ
。

　

具
体
的
な
検
討
の
前
に
説
明
し
て
お
き
た
い
の
は
書
式
の
違
い
で
あ

る
。
こ
の
「
抜
書
」
は
一
つ
書
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最

初
の
「
春
は
曙
」
段
に
は
諸
本
「
一
」
が
な
く
、
書
写
の
新
し
い
「
京
大

本
」
の
み
が
こ
れ
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
「
京
大
本
」
は
、「
秋
は
」
部

分
で
「
一
」
は
を
付
し
て
段
落
を
改
め
て
お
り
、
初
段
を
二
分
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
「
静
嘉
本
」
は
「
一
」
こ
そ
付
さ
な
い
も
の
の
、
春
夏

秋
冬
の
変
わ
り
目
で
改
行
し
て
い
る
点
は
独
自
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
校
異
の
状
況
を
概
観
し
て
気
付
く
の
は
、
漢
字
仮
名
の
宛

て
方
に
お
い
て
、「
東
山
本
」
と
「
京
都
本
」
が
比
較
的
近
い
関
係
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
先
の
内
題
表
記
の
把
握
と
同
様
の
傾
向
を
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。「
京
大
本
」
は
13
〜
14
行
目
の
脱
文
を
始
め
と
し
て
本
行

に
は
や
や
傷
が
多
く
、
天
文
一
九
年
本
と
の
校
合
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
朱

筆
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
補
正
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
朱
筆
に
問
題
が

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
初
段
末
尾
の
「
わ
ろ
し
」
も
朱
筆
訂
正
で
「
わ
る
し
」

と
さ
れ
る
が
、「
わ
ろ
し
」
は
「
東
山
本
」
と
同
じ
で
あ
り
、
定
家
本
も
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こ
の
形
で
あ
る（

（
（

の
で
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
思
わ
れ
る
。
田
中
の
校
本
を

参
照
す
る
と
、
下
之
中
「
物
語
は
」
段
で
冒
頭
の
「
住
吉
」
を
欠
く
な
ど
、

「
東
山
本
」
と
「
京
大
本
」
は
共
通
す
る
異
同
や
脱
落
が
目
立
つ
の
で
あ
り
、

や
は
り
五
本
の
伝
本
中
で
は
最
も
近
い
し
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
そ
れ
も
総
体
的
な
も
の
で
あ
り
、「
東
山
本
」
が
欠
く
上
之
上

「
わ
た
り
は
」
段
や
、
下
之
上
「
近
う
て
遠
き
も
の
」
段
と
「
遠
く
て
ち

か
き
も
の
」
段
に
ま
た
が
る
脱
文
な
ど
は
、「
京
大
本
」
は
本
行
で
有
し

て
お
り
、
直
接
的
な
関
係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
内
題
で
は
ほ
ぼ
完
全
な
一
致
を
見
せ
て
い
た
「
東
山
本
」
と
「
静

嘉
本
」
に
つ
い
て
は
、
校
異
を
見
る
限
り
そ
れ
ほ
ど
近
い
関
係
に
あ
る
と

は
考
え
難
い
よ
う
で
あ
る
。
上
之
中
「
な
ま
め
か
し
き
も
の
」
段
が
こ
の

見
出
し
を
欠
き
、
前
段
の
「
め
て
た
き
物
」
と
一
体
化
し
て
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、「
京
大
本
」
を
加
え
た
三
本
の
共
通
性
と
し
て
注
目
で
き
は
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
初
段
に
限
定
し
て
も
、
8
行
目
の
「
ま
い
て
」
を
欠

く
、
11
行
目
に
「
さ
ま
」
を
有
す
る
、
段
末
を
「
お
か
し
」
と
す
る
な
ど
、

「
静
嘉
本
」
に
独
自
異
文
が
目
立
つ
の
は
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
お

か
し
」
は
否
定
的
評
価
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
で
、
や
は
り
定
家
本

や
「
東
山
本
」
等
の
様
に
「
わ
ろ
し
」
と
あ
る
の
が
穏
当
で
、
聊
か
問
題

の
あ
る
箇
所
と
言
え
る
。

　

最
善
本
と
さ
れ
る
「
静
嘉
本
」
に
は
、
上
之
上
「
う
へ
に
さ
ふ
ら
う
御

猫
」
段
の
「
乳
母
馬
命
婦
」、「
小
野
右
府
記　

長
保
元
年
九
月
十
九
日　

日
来来（
別
筆
カ
）

内
裏
御
猫
／
産
子　

女
院
左
大
臣　

右
大
臣　

有
産
養
事　

有
衝
重

垸
」
飯
納
苔（
マ
マ「
筥
」）

衣
等
云
（々
（
（

」
等
、
他
本
に
は
な
い
勘
物
を
有
し
て
い
た
り
、

下
之
中
「
雲
は
」
段
で
他
本
が
「
あ
ま
く
も
い
と
を
か
し
」
と
す
る
箇
所

を
、「
あ
ま
雲　

あ
け
は
な
る
ゝ
程
の
く
ろ
き
雲
の
や
う
〳
〵
消
て
し
ら

う
な
り
行
も
い
と
を
か
し
」
と
す
る
な
ど
、
確
か
に
他
本
よ
り
優
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
が
、「
東
山
本
」
よ
り
も
後
の
書
写
で
あ
り
な

が
ら
独
自
な
点
が
目
立
つ
こ
と
は
、
定
家
本
完
本
と
の
確
認
的
な
校
合
を

経
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
上
之
下
「
原
は
」
段
を
欠
く

な
ど
の
問
題
点
も
あ
り
、「
静
嘉
本
」
は
単
独
で
「
抜
書
」
を
代
表
す
る

伝
本
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

内
題
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
「
相
愛
本
」
で
あ
る
が
、
初
段
に
関

し
て
は
「
東
山
本
」
と
そ
れ
程
大
き
な
違
い
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
上
之

中
の
内
題
を
欠
く
も
の
の
、
こ
れ
は
頁
移
り
の
際
の
書
き
落
と
し
か
と
も

考
え
ら
れ
る
程
度
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
他
に
大
き
な
欠
脱
も
確
認
で
き

ず
、
田
中
が
校
本
の
底
本
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

初
段
で
も
「
東
山
本
」
と
最
も
漢
字
仮
名
の
宛
て
方
が
遠
い
と
言
え
る

「
書
陵
本
」
だ
が
、
下
之
中
「
や
し
ろ
は
」
段
に
唯
一
、「
あ
ま
雲
の
た
ち



─ 110 ─

か
さ
な
れ
る
夜
半
な
れ
は
／　

あ
り
と
ほ
し
と
も
お
も
ふ
へ
き
か
は
」
と
、

初
行
一
字
下
げ
で
本
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
歌
本
文
に
や
や
異

同
は
あ
る
も
の
の
、『
貫
之
集
』
に
長
い
詞
書
と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
が
、
定
家
本
の
勘
物
に
は
見
え
な
い
の
で
、「
抜
書
」
成
立

以
後
の
後
人
の
注
記
が
本
行
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
非
常
に
簡
略
な
確
認
の
範
囲
で
も
、
こ
の
五
本
の
間
に
は
直
接

的
な
書
承
関
係
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
た
「
東
山
本
」
と
「
京
都

本
」
の
や
や
近
い
こ
と
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
も
距
離
が
あ
る

こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
る
に
は
、「
京
大
本
」
の
校
合

奥
書
で
窺
わ
れ
る
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
本
を
始
め
と
し
て
、
現
在

失
わ
れ
た
伝
本
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
室
町
写
本
が
三
本
も
存
在
す
る
の
に
対
し
、
江
戸
写
本
は
初
期

の
二
本
し
か
確
認
出
来
な
い
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、「
抜
書
」
は
室
町

時
代
に
は
か
な
り
流
布
し
て
い
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
需
要
が

減
っ
て
あ
ま
り
書
写
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

連
歌
書
と
し
て
の
性
格

　

室
町
時
代
に
は
か
な
り
需
要
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
そ
れ
が

減
少
す
る
と
い
う
状
況
か
ら
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
連
歌
の
消
長

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
室
町
時
代
に
は
、
地
方
の
そ
れ
ほ
ど
身
分
が
高
く

な
い
武
士
達
に
も
連
歌
愛
好
者
が
多
く
い
た
こ
と
は
、
宗
祇
の
『
筑
紫
道

記
』
や
、
宗
長
の
『
宗
長
日
記
』、
宗
牧
の
『
東
国
紀
行
』
等
の
連
歌
師

の
紀
行
類
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
連
歌
が
廃
れ
た
訳

で
は
な
く
、
連
歌
か
ら
派
生
し
た
俳
諧
連
歌
の
方
が
次
第
に
人
気
に
な
っ

た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
南
北
朝
末
室
町
初
期
写

の
東
山
本
に
始
り
、
一
七
世
紀
前
半
頃
写
の
京
大
本
ま
で
と
い
う
、
五
伝

本
の
書
写
年
代
の
幅
は
、
連
歌
の
最
盛
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
抜
書
」
と
連
歌
と
の
関
連
性
を
意
識
し
つ
つ
こ
の
五
本

を
見
渡
す
と
、
自
ず
と
目
に
付
い
て
く
る
の
は
、
先
に
も
少
し
言
及
し
た

「
一
つ
書
」
の
形
式
で
あ
る
。『
枕
草
子
』
は
「
抜
書
」
の
母
体
と
な
っ
た

定
家
本
は
勿
論
、
能
因
・
堺
・
前
田
の
各
系
統
も
こ
の
形
式
を
し
て
い
な

い
の
で
、
抜
き
書
き
さ
れ
た
段
階
で
こ
の
形
式
が
採
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

実
は
こ
の
「
一
つ
書
」
と
い
う
形
式
は
、
連
歌
の
論
書
・
学
書
の
類
に

多
く
見
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
式
目
書
で
あ
る
二
条
良
基
が

応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
に
制
定
し
た
『
連
歌
新
式
』、
同
じ
良
基
の
『
僻
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連
抄
』
や
梵
灯
庵
の
『
梵
灯
答
庵
主
返
答
』
等
の
連
歌
論
書
、
宗
祇
の
付

合
書
『
連
歌
付
合
物
之
名
（
宗
祇
初
心
抄
）』
等
々
、「
一
つ
書
」
は
連
歌

関
連
の
書
物
に
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
ほ
ど
に
存
在
す
る
。「
一
つ
書
」
が

連
歌
の
専
有
物
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
抜
書
」
が
連
歌
書
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
形
式
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
見
方
の
正
し
さ
を
検
証
す
る
た
め
に
、
個
々
の
伝
本
に
つ
い

て
連
歌
書
と
し
て
の
要
素
を
書
誌
学
的
な
見
地
か
ら
探
究
し
て
み
た
い
。

　
「
静
嘉
本
」
は
そ
の
装
訂
か
ら
し
て
連
歌
と
の
関
係
を
濃
厚
に
示
し
て

い
る
と
言
え
る
。
折
紙
綴
葉
装
と
い
う
装
訂
は
、
綴
葉
装
が
両
面
書
写
が

可
能
な
、
厚
み
の
あ
る
上
質
で
高
級
な
斐
紙
や
楮
打
紙
を
用
い
る
の
が
基

本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
両
面
書
写
が
不
可
能
な
、
袋
綴
に
用
い
る
よ
う

な
薄
手
の
楮
紙
を
用
い
て
、
下
辺
に
折
目
が
く
る
よ
う
に
折
っ
た
紙
を
重

ね
て
、
綴
葉
装
の
綴
じ
方
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
価
に
見
栄
え
が
良
い

本
を
作
成
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
綴
葉
装
に
比
べ
て
大
変
軽
く
仕

上
が
る
の
で
あ
る
。
何
時
頃
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
の
だ
が
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
頃
に
か
け
て
の
使
用
が
目

立
つ
こ
と
か
ら
す
る
と
、
連
歌
懐
紙
が
下
辺
に
折
目
の
あ
る
折
紙
を
用
い

る
こ
と
か
ら
発
想
さ
れ
て
、
発
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
遺
例
も
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵

の
、
猪
苗
代
兼
載
が
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
七
月
一
五
日
に
、
会
津
黒

川
で
『
竹
林
抄
』
を
講
じ
た
際
の
聞
書
き
の
原
本
で
あ
る
『
竹
聞
』
横
一

帖
（911

．204–T
i

）
や
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
室
町
後
期
頃
写
の
『
秋

篠
月
清
集（

（
（

』
一
帖
（
九
九
・
七
八
）
な
ど
の
よ
う
に
、
連
歌
師
周
辺
で
用

い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
旅
に
書
物
を
携

帯
す
る
こ
と
の
多
い
連
歌
師
に
と
っ
て
は
、
軽
く
て
見
栄
え
も
良
い
と
い

う
こ
と
は
大
変
に
望
ま
し
い
特
性
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
や
医

者
と
い
っ
た
、
や
は
り
移
動
と
い
う
共
通
性
を
有
す
る
職
種
の
人
物
達
の

使
用
も
認
め
ら
れ
は
す
る
が
、「
静
嘉
本
」
は
内
容
か
ら
し
て
も
連
歌
関

係
者
の
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

そ
の
書
写
者
の
智
盛
は
伝
未
詳
で
、
連
歌
の
作
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
確

認
で
き
な
い
が
、
岸
上
も
「
連
歌
関
係
か
僧
侶
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と

す
る
よ
う
に
、
そ
の
名
か
ら
し
て
も
連
歌
と
縁
の
深
い
人
物
で
あ
る
と
見

て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
推
定
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
の

が
、
五
一
丁
裏
の
書
き
入
れ
で
あ
り
、
先
に
翻
刻
し
て
お
い
た
が
、
始
め

に
記
さ
れ
た
和
歌
二
首
は
、「
春
雨
に
」
歌
が
定
家
『
拾
遺
愚
草
』「
閑
居
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百
首
」
中
の
一
首
（
三
〇
八
）、「
人
な
し
し
」
歌
は
『
拾
遺
集
』
歌
（
一

二
九
四
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
連
歌
四
句
の
出
典
は
確
認
で
き
て
い
な

い
が
、「
千
句
」・「
文
明
一
九
三
月
廿
一
日
」・「
名
号
」・「
同
」
等
の
注

記
が
あ
り
、「
紹
⃝
」・「
同
⃝
」
と
の
作
者
名
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

「
紹
⃝
」
に
つ
い
て
岸
上
は
、「
連
歌
に
紹
と
注
記
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
伊

地
知
氏
の
お
話
で
は
紹
永
で
は
な
い
か
と
の
お
説
が
あ
る
」
と
記
し
て
い

る
。
文
明
一
九
年
三
月
廿
一
日
の
句
と
の
関
連
も
は
っ
き
り
し
な
い
も
の

の
、
文
明
頃
に
活
躍
し
た
「
紹
」
の
付
く
名
の
連
歌
師
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
は
、
や
は
り
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
一
〇
句
入
集
し
、
寛

正
四
年
（
一
四
六
三
）
〜
文
明
一
四
年
（
一
四
七
二
）
こ
ろ
の
活
動
が
認

め
ら
れ
る
美
濃
出
身
の
連
歌
師
で
、
専
順
の
弟
子
と
思
わ
れ
る
紹
永（

（
（

で
あ

る
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
書
き
入
れ
は
「
静
嘉
本
」
が
連
歌
関
係
者
の
書

写
に
な
る
こ
と
を
示
す
有
力
な
証
拠
な
の
で
あ
る
。

　
「
相
愛
本
」
は
よ
り
直
接
的
で
、
題
簽
の
書
名
下
に
「
宗
祇
」
と
あ
る
他
、

本
文
異
筆
と
考
え
ら
れ
る
永
禄
三
年
の
奥
書
に
も
、「
此
一
冊
宗
祇
法
師

抜
書
侍
云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
祇
（
一
四
二
一
〜
一
五
〇
二
）
の

抜
書
説
を
提
示
し
て
い
る
。
宗
祇
出
生
以
前
の
書
写
で
あ
る
東
山
本
の
存

在
か
ら
し
て
成
り
立
た
な
い
説
で
は
あ
る
の
だ
が
、「
宗
祇
」
の
名
前
の

存
在
は
、
こ
の
抜
書
が
連
歌
と
深
い
関
連
が
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
十
分
で
は
あ
ろ
う
が
、「
相
愛
本
」
に
は
も
う
一
つ
連
歌
と
の

関
連
性
を
窺
わ
せ
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
き
さ
で
、
二
一
・
一
×
一

六
・
二
糎
と
、「
静
嘉
本
」
の
二
二
・
一
×
一
三
・
三
糎
（
縦
型
の
折
紙

綴
葉
装
は
幅
細
と
な
る
）
に
近
い
の
で
あ
る
。
そ
の
袋
綴
写
本
と
し
て
は

や
や
小
ぶ
り
と
言
え
る
大
き
さ
も
、
携
帯
の
利
便
性
を
重
視
す
る
連
歌
に

関
係
す
る
書
物
故
と
考
え
れ
ば
、
納
得
し
や
す
い
寸
法
で
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
書
陵
本
」
は
「
相
愛
本
」
と
は
対
照
的
に
二
七
・
〇
×
二
一
・
八
糎

と
大
ぶ
り
な
本
だ
が
、
室
町
か
ら
江
戸
初
期
の
袋
綴
本
と
し
て
は
一
般
的

な
大
き
さ
で
あ
る
。
こ
の
大
き
さ
だ
と
連
歌
と
無
関
係
な
よ
う
で
も
あ
る

が
、
こ
の
本
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
本
文
中
に
多
く
の
朱
合
点
が
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
「
物
は
尽
し
」
の
段
で
は
、
列
挙
さ
れ
る

単
語
毎
に
そ
の
右
肩
に
こ
れ
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
梗
概
書
で
あ

る
『
源
氏
小
鏡
』
に
は
連
歌
付
合
語
を
付
す
系
統
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
語
に
朱
合
点
が
付
さ
れ
る
事
が
多
い
よ
う
に
、
朱
合
点
は
連
歌
付

合
関
連
書
の
多
く
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。「
書
陵
本
」
の
合
点
も

連
歌
の
付
合
の
参
考
に
な
る
語
を
中
心
に
付
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
本
独
自
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
連
歌
と
の
関
係
性
を
声
な
く
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伝
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
書
陵
本
」
の
筆
跡
は
、
室
町
後
期
の
高
名
な
連
歌
師
で
、
能
筆

と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
里
村
紹
巴
（
一
五
二
五
〜
一
六
〇
二
）
の
手
に

通
ず
る
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
書
流
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
も
こ
の
本
が
連
歌
師
の
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
可
能
性

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
京
大
本
」
も
二
七
・
三
×
一
八
・
九
糎
と
大
ぶ
り
で
、
そ
の
書
風
は

近
衛
信
尹
を
祖
と
す
る
三
藐
院
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

で
連
歌
と
の
関
連
を
考
え
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
手
掛
り
と
な
り
そ
う
な

の
は
、
対
校
本
の
も
の
と
思
わ
れ
る
朱
筆
の
奥
書
に
、
連
歌
流
行
時
の
天

文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
日
付
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
直
ち
に

連
歌
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
注
意
は
し
て
お
き
た
い
。

　
「
東
山
本
」
は
筆
者
の
可
能
性
が
高
い
後
小
松
院
に
、
応
永
元
年
一
二

月
一
二
日
の
独
吟
和
漢
聯
句
（
続
群
書
類
従
所
収
）
が
あ
る
よ
う
に
、
連

歌
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
形
態
的
に
も
連
歌

作
品
の
写
本
に
多
い
横
本
で
あ
る
こ
と
や
、
料
紙
も
高
級
な
連
歌
懐
紙
清

書
本
に
用
い
ら
れ
る
金
泥
下
絵
の
あ
る
雲
紙
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
連
歌

と
の
関
連
性
を
濃
密
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
濃
淡
の
差
は
あ
る
も
の
の
、「
抜
書
」
の
五
伝
本
は
、
そ

の
書
写
年
代
の
幅
か
ら
推
定
さ
れ
る
通
り
、
何
れ
も
書
誌
学
的
に
連
歌
と

の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

推
定
を
確
実
に
す
る
た
め
に
や
や
く
だ
く
だ
し
く
述
べ
来
た
っ
た
が
、

「
一
つ
書
」
の
形
式
や
諸
伝
本
の
書
誌
学
的
特
徴
な
ど
が
指
し
示
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
「
抜
書
」
が
連
歌
の
参
考
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
こ
れ
が
何
の
参
考
に
な
る
の
か
と
言
え
ば
、
前
句
と
ど
の

よ
う
に
し
て
付
句
が
繋
が
る
の
か
、
そ
の
接
合
点
と
な
る
言
葉
や
連
想
の

内
の
、「
和
漢
の
文
学
作
品
（
こ
こ
で
は
『
枕
草
子
』・
稿
者
注
）・
文
化

的
事
柄
に
よ
っ
て
関
連
あ
る
と
さ
れ
た
語
と
語
の
関
係
、
ま
た
関
係
づ
け

ら
れ
て
い
る
語
」
で
あ
る
寄
合（

（
（

を
知
る
の
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

　

考
え
て
見
れ
ば
『
枕
草
子
』
は
寄
合
の
宝
庫
と
も
言
え
る
作
品
で
あ
り
、

「
物
は
尽
し
」
の
段
は
頭
に
「
一
」
を
付
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
連
歌
寄
合

書
の
一
項
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
判
れ
ば
、
岸
上
が
詳
し

く
指
摘
し
て
い
る
、「
抜
書
」
が
類
聚
章
段
の
「
…
…
は
」
型
は
六
九
段

中
五
〇
段
を
、「
…
…
な
る
も
の
」
型
は
七
六
段
中
三
七
段
も
抜
い
て
い

る
の
に
、
随
感
随
想
録
は
八
九
段
中
九
段
、
経
験
談
は
七
五
段
中
七
段
し
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か
抜
萃
し
な
い
と
い
う
偏
向
し
た
傾
向
が
、
何
故
生
じ
た
の
か
と
い
う
理

由
も
容
易
に
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
が
判
っ
た
今
後
は
、
抜

き
出
さ
れ
た
随
感
随
想
録
や
経
験
談
の
章
段
な
ど
は
、
特
に
ど
の
よ
う
な

点
で
連
歌
の
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か
を
読
み
解
く
作
業
も
必
要

と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
も
は
や
『
枕
草
子
』
自
体
の
研
究
と

は
乖
離
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
受
容
史
の
研
究
で
は

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
「
抜
書
」
の
制
作

意
図
や
性
格
を
知
ら
ず
し
て
、
定
家
本
第
一
類
欠
脱
部
分
の
復
元
的
研
究

を
行
っ
た
り
、
単
な
る
『
枕
草
子
』
の
抜
粋
と
し
て
教
材
に
用
い
た
り
す

る
こ
と
の
危
険
性
も
、
自
ず
と
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
抜
書
」
の
連
歌
書
と
し
て
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
の
読
み
込

み
作
業
を
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
『
枕
草
子
』
の
連
歌
受
容
の
実
態
の
究

明
を
も
要
請
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
総
体
的
な
受
容
と
と
も
に
、「
抜
書
」

の
影
響
力
の
確
認
を
も
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
現
時

点
で
は
「
東
山
本
」
書
写
か
ら
そ
う
隔
た
ら
な
い
以
前
と
ま
で
し
か
絞
り

込
め
な
い
「
抜
書
」
の
成
立
が
、
連
歌
史
上
の
ど
の
時
点
で
な
ら
可
能
な

の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、『
枕
草
子
』
の
抜
書
本
が
こ
の
「
抜
書
」
ば
か
り
で

は
な
い
こ
と
は
、
先
に
も
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
抄
出
の
意
図

も
当
然
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
翻
っ
て
、『
枕
草
子
』
の
異
本
系
で
あ
る
類

纂
形
態
を
有
す
る
堺
本
と
前
田
家
本
の
編
纂
目
的（

（
（

を
、
解
明
す
る
手
掛
か

り
が
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
や
は
り
『
枕
草
子
』
本
体

の
研
究
に
も
、「
抜
書
」
は
無
視
で
き
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
『
枕
草
子
』
と
連
歌
の
研
究
を
志
す
方
に
お
任
せ
し
た

い
が
、
作
品
が
保
存
さ
れ
た
器
で
あ
る
書
物
に
注
目
す
る
こ
と
が
、
作
品

自
体
の
研
究
に
と
っ
て
も
ど
れ
程
重
要
で
、
ど
れ
程
役
に
立
つ
こ
と
で
あ

る
の
か
を
少
し
で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
連
歌
受
容
の
す
ご
さ
を
物
語
る
の
は
、『
源
氏
小
鏡
』

を
始
め
と
す
る
梗
概
本
の
古
写
伝
本
数
の
多
さ
で
あ
る
。『
枕
草
子
』
に

お
け
る
『
源
氏
小
鏡
』
に
該
当
す
る
存
在
が
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
』

だ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
本
の
数
は
『
源
氏
小
鏡
』
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
。『
枕
草
子
』
の
連
歌
へ
の
影
響
力
は
『
源
氏
物
語
』

よ
り
も
か
な
り
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
で

も
こ
の
「
抜
書
」
は
、『
枕
草
子
』
の
連
歌
に
お
け
る
受
容
の
確
か
な
痕

跡
と
し
て
我
々
の
前
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）　

定
家
本
に
関
す
る
近
時
の
注
目
す
べ
き
業
績
と
し
て
、
三
巻
本
を

定
家
本
と
し
て
見
直
し
て
、
定
家
の
『
枕
草
子
』
に
対
す
る
意
識
を

読
み
解
い
た
、
渡
邉
裕
美
子
氏
「
藤
原
定
家
の
『
枕
草
子
』」（『
中

世
の
随
筆
―
成
立
・
展
開
と
文
体
―
』
竹
林
舎
、二
〇
一
四
）
が
あ
る
。

（
2
）　

猶
、
榊
原
「
枕
草
子
抜
書
」（『
解
釈
』
二
八
―
一
〇
、
一
九
八
二
・

一
〇
）
は
、同
書
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
一
頁
の
み
の
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　

定
家
本
諸
本
の
本
文
確
認
に
つ
い
て
は
、
杉
山
重
行
氏
『
三
巻
本

枕
草
子
本
文
集
成
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
）
を
参
照
し
た
。

（
4
）　

定
家
本
第
二
類
の
勘
物
は
「
有
産
養
事
」
ま
で
し
か
な
い
。
こ
れ

も
第
一
類
本
の
欠
落
部
分
の
姿
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
5
）　

連
歌
を
嗜
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
家
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。拙
稿「
新

収
資
料
紹
介　

秋
篠
月
清
集
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
報
』
四
一
、

一
九
九
三
・
九
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
6
）　

廣
木
一
人
氏
『
連
歌
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
）
の
廣

木
氏
執
筆
「
紹
永
」
項
の
説
明
が
詳
し
い
。
猶
、
万
里
集
九
『
梅
花

無
尽
蔵
』
に
「
連
歌
之
紹
永
表
号
歌
并
序
」
が
あ
る
。

（
7
）　

注
6
所
掲
『
連
歌
辞
典
』
の
廣
木
氏
執
筆
「
寄
合
」
項
に
拠
る
。

（
8
）　

楠
道
隆
は
前
出
「
枕
草
子
異
本
研
究
（
下
）」
に
お
い
て
、
こ
の

「
抜
書
」
の
抄
出
の
あ
り
様
が
、「
堺
本
の
如
き
類
纂
整
理
へ
の
一
歩

手
前
の
作
業
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

【
補
記
】　
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抜
書
』
諸
伝
本
の
調
査
に
際
し
て
お
世
話

　

に
な
っ
た
、
所
蔵
機
関
の
方
々
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


